
施 策 の 実 施 状 況 と 成 果 等主 要 な 施 策決 算 額予 算 現 額科 目

円円

―２８５―

第９款　警　　察　　費

 １　警察管理費

         １　施策の趣旨等
　相談に対する知識や経験の豊富な元警察官を警察安全相談員として任用し、府民からの多
種多様な相談に迅速・的確に対応することにより、安全で安心なまちづくりを推進する。

２　施策の実施状況
　警察本部及び警察署に１６人の警察安全相談員を配置して、府民からの各種相談を受理する
とともに、相談内容に応じて関係機関に引き継ぐなど、相談案件の早期解決と事件の未然防
止を図った。
　警察安全相談員の年間相談受理件数　４，８３９件
　　（主な内訳）
　　生活安全関係（家庭・職場・近隣関係、悪質商法、サイバー犯罪関係等）　３，１７４件
　　刑事関係（振り込め詐欺、恐喝、盗難、暴力団関係等）　　　　　　　　　　６４３

３　執　　行　　額 ４３，７４２，１５１円　　　　

       １　施策の趣旨等
　警察署の再編整備により廃止した七条警察署の跡地において、民間活力を導入し、府の財政負
担を最小限に止めた整備手法により、京都駅前運転免許更新センター及び京都駅前地域防犯ス
テーションの整備を行う。

　指標：来庁者数（月平均）
　目標：約７，５００人　実績：１０，９０２人　

２　施策の実施状況
　平成２８年９月１日に運転免許更新センター及び地域防犯ステーションを開所し、運用を開始
した。
　運転免許更新センターについては、年間来庁者を約９万人（月平均約７，５００人）と見込んでい
たところ、開所から平成２９年３月までの７箇月間の来庁者は、予測を大幅に上回る７６，３１５人（月
平均１０，９０２人）であった。

３　執　　行　　額 ４６，３９１，２６７円　　　　

２　警察本部費
　（P１９４）

５６３，２４７，０００
（７１，８１１，００４，１２４）

５６２，５６８，３８２
（７１，７３４，３１５，５３５）
決算額の財源
内訳
国庫支出金
 ８９６，９７８
使用料及び手数
料 ３３，４９１，３２８
一 般 財 源
 ５２８，１８０，０７６

警察安全相談員設置事
業
（広報応接課）

運転免許更新センター
及び地域防犯ステー
ション整備等事業

（ ）会 計 課
地 域 課
運転免許試験課
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       １　施策の趣旨等
　警察本部及び警察署にスクールサポーターを配置し、学校、地域ボランティア、保護者、
警察等の行政機関がネットワークを構築して連携することにより、少年非行を抑止する。

　指標：非行防止教室実施小中学校数
　目標：５８５校（府内全小中学校）　　実績：５７９校（９９．０％）　　

２　施策の実施状況
　元警察官４２人をスクールサポーターとして採用し、警察本部及び各警察署に配置して、学
校や地域ボランティア・ＰＴＡと協働した非行防止・立ち直り支援活動等を行うことにより、
京都の未来を担う子どもたちの規範意識の向上と教育環境の正常化を図った。
　学校訪問（高等学校を含む）　８，９７８回
　指導、助言　　　　　　　　　　　４，７５１
　パトロール　　　　　　　　　　２７，７０１回　１６，５６０時間
　非行防止教室等開催　　　　　２，０３９

３　執　　行　　額 １１４，２６８，８４３円　　　　

       １　施策の趣旨等
　交番相談員を交番に配置し、警察官のパトロールの強化や事件・事故等の対応により交番
に警察官が不在の場合でも来訪者に適切な対応ができるようにするほか、地域の防犯アドバ
イザーとして、子ども・地域安全見守り隊等の自主防犯活動に対する指導連絡や助言を行い、
交番の機能強化を図る。

２　施策の実施状況
　１３６交番に各１人の交番相談員を配置して、警察官のパトロール時間を確保するとともに、
地理案内や遺失・拾得届の受理、佇立活動、事件又は事故発生時における警察官への連絡を
行うなど、交番の円滑な活動に寄与した。また、防犯アドバイザーとして、地域住民の自主
的な防犯活動に対する指導連絡及び助言を行った。
　交番相談員の年間取扱件数 ２６６，８７１件　　　　
　　（内訳）
　　各種相談受理、事件事故通報 １７，４１３件　　　　
　　遺失・拾得届の受理 ２９，４９７　　　　　
　　被害届代書預かり ６６３　　　　　
　　各種防犯ボランティア団体に対する指導連絡及び助言 ４，４５５　　　　　
　　電話による独居高齢者等に対する防犯指導等（いたわりテレホン） ９２，８３６　　　　　
　　その他来訪者対応（地理案内等） １２２，００７　　　　　

少年非行抑止ネット
ワーク事業

（少　年　課）

交番機能強化事業
（地　域　課）



―２８７―

３　執　　行　　額 ３５８，１６６，１２１円　　　　

 

         １　施策の趣旨等
　災害発生時の拠点施設としての機能を併せ持つ警察本部新庁舎を建設する。

２　施策の実施状況
　警察本部庁舎を移転建替するため、建設工事に着手した。

３　執　　行　　額 ３０９，１４５，２４２円　　　　

       １　施策の趣旨等
　女性や地域の力を活かし、地域防犯力を向上させ、安全で安心なまちづくりを推進するた
め、　交番・駐在所の整備を計画的に行い、その機能の充実・強化を図る。

２　施策の実施状況
茨　「平安なでしこ交番」の建替整備
　　行永交番（舞鶴警察署）
芋　女性勤務交番の改修
　　大仏前交番（東山警察署）、槇島交番（宇治警察署）、園部駅前交番（南丹警察署）
鰯　老朽化交番等の建替整備
　　山城交番（木津警察署）、薭田野駐在所（亀岡警察署）

３　執　　行　　額 ９４，０２３，８８５円　　　　

       １　施策の趣旨等 
　府民との協働や地域との連携による公共事業をより一層推進するため、府民からの公募等
に基づき、地域や市町村と連携し、身近な安心・安全や景観美化のための地域基盤の整備や
誰にもやさしいまちづくりを推進する。

２　施策の実施状況
　ア　交通管制システムの整備
　　　交通管制情報線改修等   ６本
　イ　交通信号機の新設
　　　半感応式信号機新設   ４基
　　　プログラム多段式信号機新設  ８　
　　　押ボタン式信号機新設   ２

４　警察施設費
（Ｐ１９６）

２，０２２，５０４，０００
（３，１３５，８７５，０００）
翌年度への繰越
事業費繰越額

１６，６３３，０００
警察本部庁舎建
設費
交番・駐在所整
備費　 　　　　　　　 

兼
献
献
献
献
験　　
　
　　

券
献
献
献
献
鹸　　
　
　　

 １，９９５，５０７，００６
（３，０８７，１８３，５６３）
決算額の財源
内訳
国庫支出金
 １９５，５９１，０００
繰　　越　　金
 ３，６１７，０００
諸　　収　入
 １５，１８０，９４８
府　　　債
 １，７２７，０００，０００
一 般 財 源
 ５４，１１８，０５８

警察本部庁舎建設事業
（会　計　課）

交番・駐在所整備事業

（ ）会 計 課
警 務 課
地 域 課

府民公募型整備事業

（ ）会 計 課
交通規制課
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　　　歩行者用・車両用灯器増設 　　　　　　　　　 １６２灯
　ウ　交通信号機の改良整備
　　　歩行者用・車両用灯器ＬＥＤ化　　　　　　　 １２４灯
　　　信号機プログラム多段化   １基
　　　信号機多現示化    ７
　　　視覚障害者用付加装置   １
　　　信号機改修    ３７
　　　閑散時押ボタン化   １
　　　信号機移設等    ６
　エ　道路標識の整備
　　　路側式標識    ３９本
　　　大型固定反射式標識板   ３０枚
　オ　運転免許試験場広域避難用門扉の設置 一式

３　執　　行　　額 ２４９，０６９，６００円　　　　

       １　施策の趣旨等
　交通事故の抑止と交通の円滑化による交通渋滞や交通公害の減少を図るため、交通安全施
設の計画的な整備を行い、安全な交通環境の実現を図る。

　指標：交通事故発生件数
　目標：前年（平成２７年中９，３２８件）以下　　実績：８，０８７件

２　施策の実施状況
茨　補　助　事　業
　ア　交通管制システムの整備
　　　交通管制センター整備   一式
　　　集中制御機    ２０基
　　　情報収集装置    ２式
　　　情報収集提供装置   １６基
　　　監視用テレビ    ２台
　イ　交通信号機の新設
　　　プログラム多段式信号機新設  １基
　　　半感応式信号機新設   １
　　　歩行者用・車両用灯器増設   １２灯
　ウ　交通信号機の改良整備
　　　信号機プログラム多段系統化  ５基

交通安全施設整備事業
（交通規制課）



―２８９―

　　　信号機半感応化    ２基
　　　信号機プログラム多段化   ２１
　　　信号機押ボタン化   ８
　　　歩車分離化    １
　　　信号機多現示化    ２
　　　視覚障害者用付加装置   ６
　　　歩行者用・車両用灯器ＬＥＤ化  ５５灯
　　　信号機移設等    ９基
　エ　道路標識の整備
　　　路側式標識（高輝度）  　　　　　４２０本
芋　単　独　事　業
　ア　交通管制システムの整備
　　　交通管制センター整備   一式
　　　交通管制情報線改修等   ５７本
　イ　交通信号機の新設
　　　歩行者用・車両用灯器増設   １４灯
　ウ　交通信号機の改良整備
　　　歩行者用・車両用灯器ＬＥＤ化  ５９灯
　　　信号機プログラム多段系統化  ６基
　　　信号機半感応化    １
　　　信号機プログラム多段化   ３
　　　信号機多現示化    １
　　　視覚障害者用付加装置   １
　　　信号機改修    ９７
　　　信号機電源付加装置   ５７
　　　道路の森改修    １０
　　　信号機移設等    ４９
　エ　道路標識の整備
　　　路側式標識  　　　　　　　　　　　　　１，２１０本
　　　大型固定反射式標識板   ３
　　　標識移設    ４
　　　標識の建植手入れ   一式
　オ　道路標示の整備
　　　横断歩道の設置塗替  　　　　　９７３本
　　　実線標示の設置塗替  　　　　１０．３３㎞
　　　図示標示の設置塗替　　　　　　　　　　　　１，７３０本
　　　自転車横断帯の設置塗替　　　　　　　　　　　１８０
　　　道路標示の消除 　　　　　　　　　　　　　　２．９１㎞
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　カ　交通信号機等の維持管理   一式

３　執　　行　　額 １，３４３，２６８，２７９円　　　　

 

 ２　警察活動費

         １　施策の趣旨等
　犯罪被害者等の権利利益の保護を図るため、犯罪被害者等基本法、第３次犯罪被害者等基
本計画、犯罪防御京都アクションプランに基づき各種施策を推進する。

２　施策の実施状況
茨　関係機関・団体との連携及び社会全体で犯罪被害者等をサポートする気運を醸成した。
　　京都府犯罪被害者支援連絡協議会の運営
芋　被害者支援の確実な実施のために相談受理体制の充実と効果的な広報啓発活動を行った。
　ア　レディース１１０番等の各種相談窓口の運用
　イ　被害者相談窓口広報用のウェットティッシュや警察における被害者支援の広報用リー
　　フレットを活用した広報啓発活動の実施
　　　（主な広報啓発活動）
　　　　府警音楽隊定期演奏会等における広報啓発活動　　　　　　　　
　　　　地域イベント、街頭等における広報啓発活動　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　学校、大学における広報啓発活動　　　　　　　　　　　　　　
　　　　警察署単位犯罪被害者支援連絡協議会における広報啓発活動　　
　　　　生命のメッセージ展、ゼスト御池におけるパネル展の開催　　　
鰯　身体犯被害者・性犯罪被害者等の診断書料等に係る経費を公費負担し、被害者等の経済
　的負担の軽減を図った。
　ア　身体犯被害者に対する初診料、診断書料
　イ　性犯罪被害者に対する初診料、診断書料等
　ウ　一時避難に係る宿泊施設利用料
　エ　精神科医師の診察料
　オ　司法解剖後における死体検案書料
　カ　司法解剖後における遺体修復料

３　執　　行　　額 　３，４０８，２５２円　　　　

１　警察活動費
（Ｐ１９６）

　　１１９，８１３，０００
（２，００６，６２２，６００）

１１７，６０１，８３０
（１，９９９，６９３，６１０）
決算額の財源
内訳
国庫支出金
 ４５，１１０，５５８
一 般 財 源
 ７２，４９１，２７２

犯罪被害者等支援活動
推進事業

（警　務　課）



―２９１―

       １　施策の趣旨等
　刑法犯少年の検挙・補導人員の中で高い割合を占める万引き・自転車盗等の身近な犯罪の
発生を抑えるため、住民、事業者、行政との協働による抑止活動を推進する。

　指標：刑法犯認知件数　
　共通目標※：２４，０００件以下　　実績：２０，４７９件

２　施策の実施状況　
　茨　京都府万引き防止対策推進協議会加盟店舗等と連携し「万引き防止キャンペーン」を実

施するとともに、各店舗に対して万引き防止ポスターを掲示すること等により万引きを許
さない社会気運を醸成した。
　ア　万引き防止キャンペーンの実施
　　　　（主な取組み）
　　　　イオン亀岡店における防犯ボランティアと連携したキャンペーン（亀岡警察署）
　　　　マツモト新そのべ店における中学生と連携したキャンペーン（南丹警察署）
　　　　福島文進堂における万引きキャンペーン（福知山警察署）
　イ　啓発ポスターの掲示
　　　　京都府万引き防止対策推進協議会会員店舗等  ４，０００枚

　芋　自転車盗の抑止を目的とした「鍵－１グランプリ２０１６」の実施により、中高生の規範意
識、防犯意識を醸成した。
　ア　参加状況
　　　学校対抗鍵かけコンテスト参加校（高等学校対象） 　　７１校
　　　鍵かけイラストコンテスト応募数（中高生対象）  　８０７作品
　イ　鍵かけイラスト入りポスターの掲示
　　　府内全中学校、高校、マクドナルド、パナソニック等 ５，２００枚
　ウ　中高生を対象とした自転車盗被害防止キャンペーンの実施
　　　　（主な取組み）
　　　　京都両洋高校周辺における高校生を対象としたキャンペーン（中京警察署）
　　　　八幡市内の中高生と連携したキャンペーン（八幡警察署）

　鰯　学生・現役世代による防犯ボランティア活動を促進するため、活動用ベスト等の物的支
援や防犯ボランティア保険への加入支援を行った。
　　（学生防犯ボランティアの主な活動実績）
　　啓発活動 ６２回
　　パトロール ２９
　　防犯教室 １６

３　執　　行　　額 ６，０５７，４７８円　　　　

身近な犯罪を許さない
社会づくり推進事業
（生活安全企画課）
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円円

―２９２―

       １　施策の趣旨等
　サイバー犯罪から青少年を守るための対策を実施するとともに、複雑、多様化、増加する
サイバー犯罪に対する捜査体制の強化を図る。

　指標：警察職員やネット安心アドバイザー等によるサイバー犯罪被害防止講演の実施回数
　目標：１，７２５回以上　　　　　実　績：１，７７８回（平成２８年中）

２　施策の実施状況
　茨　青少年のネット問題等に専門的知識を有する大学准教授等を「ネット安心アドバイザー」
として登録し、府内の高等学校等においてサイバー犯罪被害防止に係る講演を実施し、青
少年のネットモラルの醸成や、ネットトラブル対応能力の向上を図った。
　　実施回数　　　　　　　１００回　
　　アドバイザー登録数　　　２３人

　芋　援助交際等のインターネット上の不適切な書き込みをサイバーパトロールで発見し、児
童と接触して補導する「サイバー補導」を実施することで、児童の被害の未然防止を行っ
た。
　ア　サイバー補導取組状況
　　　交信回数  　５０９回
　　　不適切な書き込みの発見 　　７１件
　　　現場接触の実施  　　８
　イ　サイバー補導実施状況　　
　　　補導人員  　　８人

３　執　　行　　額 ２，３６７，８５７円　　　　

       １　施策の趣旨等
　高度な犯罪分析機能により犯罪予測を行い、的確なパトロールコースの選定や府民への効
果的な情報発信による犯罪抑止活動を強化するとともに、犯罪の早期検挙を推進する。

２　施策の実施状況
　犯罪予測理論や学識経験者の知見を基に効率的な検挙・抑止活動を実施するため、平成２８
年１０月１日から運用を開始した。
　運用開始後、犯罪予測を活用した府民との協働パトロール等、犯罪予測エリアでの重点的
な犯罪抑止活動の実施や、先制的な検挙活動による連続的な性犯罪の検挙や窃盗犯の現行犯
逮捕等、検挙・抑止の両面で成果を挙げた。

３　執　　行　　額 ５８，４０６，３１９円　　　　

青少年に対するサイ
バー犯罪被害防止対策
事業

（ ）サイバー犯罪対策課
少 年 課

予測型犯罪防御システ
ム構築事業
（刑事企画課）



―２９３―

       １　施策の趣旨等
　東日本大震災の教訓を踏まえ、大規模災害発生時に備えて災害警備活動用資機材を整備す
ることにより、総合的な危機管理態勢の充実・強化を図る。

２　施策の実施状況
茨　原子力災害対策用資機材の整備
　福井県の原子力発電施設において原子力災害が発生した場合に、京都府内のUPZ圏内の
住民（約１３万人）を円滑に避難誘導するため、管内に避難中継所候補地がある警察署に拠
点用エアテント７セットを配分した。
　　南丹警察署１、綾部警察署２、福知山警察署２、宮津警察署１、京丹後警察署１
芋　災害・水難事故等への対応能力強化
　台風や集中豪雨等による水難事故発生時に備え、救助・捜索活動用として配備している
船外機付きゴムボートの老朽化に伴う更新整備を行った。
　　宇治警察署　１艘
鰯　放射線防護資機材の点検整備
　原子力関連事故等発生時の部隊活動に必要となる放射線防護資機材（サーベイメータ、
個人線量計）の点検整備を実施した。
　　サーベイメータ　表面用　４８台、空間用　４８台
　　個人線量計　１，１１０台
允　災害対策ヘルメットの整備
　災害警備部隊の活動時に部隊員の頭部を保護するため、災害対策ヘルメットの整備を
行った。
　　災害対策ヘルメット　２５９個

３　執　　行　　額 ４７，３６１，９２４円　　　　

 

危機管理態勢充実・強
化事業
（警備第一課）


